
福
島
県
人
事
委
員
会

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長
代
理

佐

藤

喜

一

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則(

昭
和
三
十
五
年
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号)
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
の
五
及
び
第
十
三
条
の
六
第
一
項
中｢

、
五
年｣

を｢

、
十
五
年｣

に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
二
項
中｢

正
規
の
勤
務
時
間(

勤
務
時
間
条
例
第
八
条
の
二
に
規
定
す
る
正
規
の
勤
務

時
間
を
い
う
。
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。)

｣

を｢

勤
務
時
間
条
例
第
八
条
の
二
に

規
定
す
る
正
規
の
勤
務
時
間｣

に
改
め
る
。

｢
｢

二
、
二
○
○
円

二
、
〇
〇
〇
円

三
、
三
〇
〇
円

二
、
〇
〇
〇
円

四
、
四
〇
〇
円

二
、
二
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

二
、
八
〇
〇
円

六
、
六
〇
〇
円

三
、
三
〇
〇
円

七
、
七
〇
〇
円

三
、
九
〇
〇
円

八
、
八
〇
〇
円

四
、
四
〇
〇
円

九
、
九
〇
〇
円

五
、
〇
〇
〇
円

一
一
、
〇
〇
〇
円

五
、
五
〇
〇
円

一
二
、
一
〇
〇
円

六
、
一
〇
〇
円

一
三
、
二
〇
〇
円

六
、
六
〇
〇
円

一
四
、
三
〇
〇
円

七
、
二
〇
〇
円

一
五
、
四
〇
〇
円

七
、
七
〇
〇
円

第
二
十
一
条
の
五
第
一
項
の
表
中

一
六
、
五
〇
〇
円

八
、
三
〇
〇
円

を

一
七
、
六
〇
〇
円

八
、
八
〇
〇
円

一
八
、
七
〇
〇
円

九
、
四
〇
〇
円

一
九
、
八
〇
〇
円

九
、
九
〇
〇
円

二
一
、
〇
〇
〇
円

一
〇
、
五
〇
〇
円

二
二
、
一
〇
〇
円

一
一
、
一
〇
〇
円

二
四
、
五
〇
〇
円

一
二
、
三
〇
〇
円

二
六
、
八
〇
〇
円

一
三
、
四
〇
〇
円

二
九
、
一
〇
〇
円

一
四
、
六
〇
〇
円

平成23年３月31日 木曜日 福 島 県 報 号外第24号1

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

福
島
県
人
事
委
員
会

○
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

一

○
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派

遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

三

○
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派

遣
さ
れ
る
市
町
村
立
学
校
職
員
の
処
遇

等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

四

○
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
に
関
す

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

四



三
一
、
二
〇
〇
円

一
五
、
六
〇
〇
円

三
三
、
〇
〇
〇
円

一
六
、
五
〇
〇
円

三
五
、
五
〇
〇
円

一
七
、
八
〇
〇
円

三
八
、
一
〇
〇
円

一
九
、
一
〇
〇
円

四
〇
、
六
〇
〇
円

二
〇
、
三
〇
〇
円

四
三
、
一
〇
〇
円

二
一
、
六
〇
〇
円

｣

二
、
三
〇
〇
円

二
、
〇
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

二
、
〇
〇
〇
円

四
、
七
〇
〇
円

二
、
四
〇
〇
円

五
、
九
〇
〇
円

三
、
〇
〇
〇
円

七
、
〇
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

八
、
二
〇
〇
円

四
、
一
〇
〇
円

九
、
四
〇
〇
円

四
、
七
〇
〇
円

一
〇
、
六
〇
〇
円

五
、
三
〇
〇
円

一
一
、
七
〇
〇
円

五
、
九
〇
〇
円

一
二
、
九
〇
〇
円

六
、
五
〇
〇
円

一
四
、
一
〇
〇
円

七
、
一
〇
〇
円

一
五
、
三
〇
〇
円

七
、
七
〇
〇
円

一
六
、
四
〇
〇
円

八
、
二
〇
〇
円

一
七
、
六
〇
〇
円

八
、
八
〇
〇
円

に
改
め
る
。

一
八
、
八
〇
〇
円

九
、
四
〇
〇
円

二
〇
、
〇
〇
〇
円

一
〇
、
〇
〇
〇
円

二
一
、
一
〇
〇
円

一
〇
、
六
〇
〇
円

二
二
、
三
〇
〇
円

一
一
、
二
〇
〇
円

二
三
、
五
〇
〇
円

一
一
、
八
〇
〇
円

二
六
、
〇
〇
〇
円

一
三
、
〇
〇
〇
円

二
八
、
六
〇
〇
円

一
四
、
三
〇
〇
円

三
一
、
〇
〇
〇
円

一
五
、
五
〇
〇
円

三
三
、
二
〇
〇
円

一
六
、
六
〇
〇
円

三
五
、
〇
〇
〇
円

一
七
、
五
〇
〇
円

三
七
、
七
〇
〇
円

一
八
、
九
〇
〇
円

四
〇
、
四
〇
〇
円

二
〇
、
二
〇
〇
円

四
三
、
一
〇
〇
円

二
一
、
六
〇
〇
円

四
五
、
八
〇
〇
円

二
二
、
九
〇
〇
円

｣

第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
を
削
る
。

第
三
十
三
条
の
六
第
七
項
第
一
号
中｢

百
分
の
百
三
十｣

を｢

百
分
の
百
三
十
五｣

に
、｢

百
分
の

百
七
十｣

を｢

百
分
の
百
七
十
五｣

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中｢

百
分
の
六
十｣

を｢

百
分
の
六
十
五｣

に
、｢
百
分
の
八
十｣

を｢

百
分
の
八
十
五｣

に
改
め
る
。

附
則
第
五
項
中｢

、
五
年｣

を｢

、
十
五
年｣

に
改
め
る
。

別
表
第
一
地
域
部
総
合
運
用
指
令
課
の
項
中｢

地
域
部
総
合
運
用
指
令
課｣

を｢

地
域
部
地
域
安
全

課｣

に
改
め
る
。

｢

家
畜
保
健
衛
生
所
次
長

別
表
第
二
知
事
の
事
務
部
局
の
部
出
先
機
関
の
項
中

用
水
改
良
事
務
所
長

を｢

家
畜
保
健
衛

平成23年３月31日 木曜日 福 島 県 報 号外第24号 2



円
30,000

29,000

28,000 円
2,500

27,000
2,000

26,000
1,500

25,000
1,000

24,000
500

23,000

22,000

21,000

18,000

15,000

12,000

9,000

6,000

用
水
改
良
事
務
所
次
長｣

｢

大
峠
・
日
中
総
合
管
理
事
務
所
長

｢

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
管
理
事

生
所
次
長｣

に
、

あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動
車
道
建
設
事
務
所
長

を

あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動
車
道
建
設
事
務
所
次
長｣

大
峠
・
日
中
総
合
管
理
事
務

務
所
長

に
改
め
る
。

所
長

｣
｢

別
表
第
三
中

｣
｢を

に
改
め
る
。

｣
｢

福
島
県
真
野
ダ
ム
管
理
事
務
所

別
表
第
六
中

福
島
県
宮
下
土
木
事
務
所

を｢
福
島
県
宮
下
土
木
事
務
所

に
改

福
島
県
立
浪
江
高
等
学
校
津
島
校

福
島
県
立
浪
江
高
等
学
校
津
島
校｣

福
島
県
立
富
岡
高
等
学
校
川
内
校｣

め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
の
改
正
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
別
表
第
一
の
規
定
は
、
同
年
三
月
十
八
日
か
ら
適
用
す
る
。

(
採
用
給
与
課)

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長
代
理

佐

藤

喜

一

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
規
則(

昭
和
六
十
三
年

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
中｢

の
特
例｣

を
削
り
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
般
の
派
遣
職
員(

条
例
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
の
派
遣
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
派
遣
の
期
間
中
の
給
与
の
額
は
、
そ
の
派
遣
先
の
勤
務
に
対
し
て
報
酬(

報
酬
、
賃
金
、
給
料
、

俸
給
、
手
当
、
賞
与
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
派
遣
先
の
勤
務
の
対
償
と
し
て

受
け
る
全
て
の
も
の(

通
勤
手
当
、
特
殊
勤
務
手
当
、
超
過
勤
務
手
当
、
休
日
給
、
夜
間
勤
務
手
当
、

宿
日
直
手
当
及
び
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
に
相
当
す
る
も
の
を
除
く
。)

を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

が
支
給
さ
れ
な
い
と
き
又
は
そ
の
派
遣
先
の
勤
務
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
報
酬
の
年
額(

以
下｢

報

酬
年
額｣

と
い
う
。)

が
、
外
務
公
務
員
俸
給
等
相
当
年
額

(

当
該
派
遣
の
期
間
の
初
日

(

以
下

｢

派
遣
の
日｣

と
い
う
。)

の
前
日
に
お
け
る
当
該
一
般
の
派
遣
職
員
の
給
料
及
び
扶
養
手
当(

当

該
一
般
の
派
遣
職
員
が
派
遣
の
日
の
属
す
る
月
の
初
日
か
ら
派
遣
先
の
機
関
が
所
在
す
る
国
に
所
在

す
る
大
使
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員(

以
下｢

所
在
国
勤
務
の
外
務
公
務
員｣

と
い
う
。)

で
あ

る
と
し
た
場
合
に
在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与

に
関
す
る
法
律(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
九
十
三
号
。
以
下｢

外
務
公
務
員
給
与
法｣

と
い
う
。)

の
規
定
に
よ
り
配
偶
者
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
配
偶
者
に
係
る
も
の

を
除
く
。)

の
月
額
を
基
礎
と
し
て
算
定
さ
れ
る
給
料
、
扶
養
手
当
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の

年
額
と
当
該
一
般
の
派
遣
職
員
が
派
遣
の
日
の
属
す
る
月
の
初
日
か
ら
所
在
国
勤
務
の
外
務
公
務
員

で
あ
る
と
し
た
場
合
に
外
務
公
務
員
給
与
法
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
在
勤
基
本
手

当
、
住
居
手
当
及
び
配
偶
者
手
当
の
年
額
の
合
計
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

に
満
た
な
い
と
き
は
、

給
料
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
住
居
手
当
及
び
期
末
手
当
の
そ
れ
ぞ
れ
に
百
分
の
百
以
内
の
割
合

を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

第
三
条
第
五
項
中｢

第
一
項
又
は
前
項｣

を｢

第
一
項
か
ら
前
項
ま
で｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中｢

前
三
項｣

を｢

第
一
項
か
ら
前
項
ま
で｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六

項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中｢

前
項｣

を｢

第
一
項｣

に
、｢

月
額｣

を｢

年
額｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
支
給
割
合
を
決
定
す
る
に
当
た
つ
て
は
、

決
定
さ
れ
た
支
給
割
合
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
給
与
の
年
額
が
、
外
務
公
務
員
俸
給
等
相

当
年
額
か
ら
報
酬
年
額
を
減
じ
た
額(

派
遣
先
の
勤
務
に
対
し
て
報
酬
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
に
あ

つ
て
は
、
外
務
公
務
員
俸
給
等
相
当
年
額)

を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

３

外
務
公
務
員
俸
給
等
相
当
年
額
の
算
定
に
当
た
つ
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す

る
。

一

一
般
の
派
遣
職
員
は
、
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
職
員
と
し
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

(

昭
和
二
十
六
年
福
島
県
条
例
第
九
号
。
以
下｢

給
与
条
例｣

と
い
う
。)

第
四
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
標
準
号
給
数(

同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
お
い
て

当
該
一
般
の
派
遣
職
員
に
係
る
昇
給
に
お
け
る
標
準
と
な
る
号
給
数
を
い
う
。)

を
昇
給
す
る
も

の
と
す
る
こ
と
。

二

給
与
条
例
附
則
第
七
項
の
規
定
及
び
同
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
が
減
ぜ
ら
れ
て
支
給
さ
れ
る
職

員
の
給
与
の
額
を
調
整
す
る
規
定
は
、
一
般
の
派
遣
職
員
に
つ
い
て
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
こ

と
。

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

第
一
項
及
び
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
支
給
割
合
は
、
百
分
の
一

未
満
の
端
数
の
な
い
割
合
と
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則
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こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

採
用
給
与
課)

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
市
町
村
立
学
校
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長
代
理

佐

藤

喜

一

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
市
町
村
立
学
校
職
員
の
処
遇
等
に
関

す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
市
町
村
立
学
校
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
規
則

(

昭
和
六
十
三
年
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
中｢

の
特
例｣

を
削
り
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

派
遣
職
員(

条
例
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
派
遣
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
派
遣
の
期

間
中
の
給
与
の
額
は
、
そ
の
派
遣
先
の
勤
務
に
対
し
て
報
酬(

報
酬
、
賃
金
、
給
料
、
俸
給
、
手
当
、

賞
与
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
派
遣
先
の
勤
務
の
対
償
と
し
て
受
け
る
全
て
の

も
の(

通
勤
手
当
、
特
殊
勤
務
手
当
、
超
過
勤
務
手
当
、
休
日
給
、
夜
間
勤
務
手
当
、
宿
日
直
手
当

及
び
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
に
相
当
す
る
も
の
を
除
く
。)

を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

が
支
給
さ

れ
な
い
と
き
又
は
そ
の
派
遣
先
の
勤
務
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
報
酬
の
年
額(

以
下｢

報
酬
年
額｣

と
い
う
。)

が
、
外
務
公
務
員
俸
給
等
相
当
年
額(

当
該
派
遣
の
期
間
の
初
日(

以
下｢

派
遣
の
日｣

と
い
う
。)

の
前
日
に
お
け
る
当
該
派
遣
職
員
の
給
料
及
び
扶
養
手
当(

当
該
派
遣
職
員
が
派
遣
の

日
の
属
す
る
月
の
初
日
か
ら
派
遣
先
の
機
関
が
所
在
す
る
国
に
所
在
す
る
大
使
館
に
勤
務
す
る
外
務

公
務
員(

以
下｢

所
在
国
勤
務
の
外
務
公
務
員｣

と
い
う
。)

で
あ
る
と
し
た
場
合
に
在
外
公
館
の

名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律(

昭
和
二
十
七

年
法
律
第
九
十
三
号
。
以
下｢

外
務
公
務
員
給
与
法｣

と
い
う
。)

の
規
定
に
よ
り
配
偶
者
手
当
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
配
偶
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。)

の
月
額
を
基
礎
と

し
て
算
定
さ
れ
る
給
料
、
扶
養
手
当
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
年
額
と
当
該
派
遣
職
員
が
派
遣

の
日
の
属
す
る
月
の
初
日
か
ら
所
在
国
勤
務
の
外
務
公
務
員
で
あ
る
と
し
た
場
合
に
外
務
公
務
員
給

与
法
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
在
勤
基
本
手
当
、
住
居
手
当
及
び
配
偶
者
手
当
の
年

額
の
合
計
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

に
満
た
な
い
と
き
は
、
給
料
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
住

居
手
当
及
び
期
末
手
当
の
そ
れ
ぞ
れ
に
百
分
の
百
以
内
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

第
三
条
第
五
項
中｢

第
一
項
又
は
前
項｣

を｢

第
一
項
か
ら
前
項
ま
で｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中｢

前
三
項｣

を｢

第
一
項
か
ら
前
項
ま
で｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六

項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中｢

前
項｣

を｢

第
一
項｣

に
、｢

月
額｣

を｢

年
額｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
支
給
割
合
を
決
定
す
る
に
当
た
つ
て
は
、

決
定
さ
れ
た
支
給
割
合
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
給
与
の
年
額
が
、
外
務
公
務
員
俸
給
等
相

当
年
額
か
ら
報
酬
年
額
を
減
じ
た
額(

派
遣
先
の
勤
務
に
対
し
て
報
酬
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
に
あ

つ
て
は
、
外
務
公
務
員
俸
給
等
相
当
年
額)

を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

３

外
務
公
務
員
俸
給
等
相
当
年
額
の
算
定
に
当
た
つ
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す

る
。

一

派
遣
職
員
は
、
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
職
員
と
し
、
福
島
県
市
町
村
立
学
校
職
員
の
給
与

等
に
関
す
る
条
例(

昭
和
三
十
一
年
福
島
県
条
例
第
五
十
六
号
。
以
下｢

市
町
村
立
学
校
職
員
給

与
等
条
例｣

と
い
う
。)

第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
標
準
号
給
数(

同
条
第
四
項
に
規
定
す

る
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
に
お
い
て
当
該
派
遣
職
員
に
係
る
昇
給
に
お
け
る
標
準
と
な

る
号
給
数
を
い
う
。)

を
昇
給
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二

市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
等
条
例
附
則
第
七
項
の
規
定
並
び
に
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
等
条

例
第
七
条
及
び
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
県
立
学
校
職
員
に
適
用
さ

れ
る
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例(

昭
和
二
十
六
年
福
島
県
条
例
第
九
号)

附
則
第
七
項
の
規
定

に
よ
り
給
与
が
減
ぜ
ら
れ
て
支
給
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
額
を
調
整
す
る
規
定
は
、
派
遣
職
員
に

つ
い
て
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

第
一
項
及
び
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
支
給
割
合
は
、
百
分
の
一

未
満
の
端
数
の
な
い
割
合
と
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

採
用
給
与
課)

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長
代
理

佐

藤

喜

一

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
号

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
に
関
す
る
規
則(

平
成
十
三
年
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
八
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中｢

、
用
水
改
良
事
務
所
、
あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動
車
道
建
設
事
務
所｣

を
削
り
、
同
条
第
四
項
中｢

、
あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動
車
道
建
設
事
務
所｣

を
削
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中｢

、
用
水
改
良
事
務
所
、
あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動
車
道
建
設
事
務
所｣

を
削
る
。

第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
二
十
五
条
第
一
項
中｢

地
域
部
総
合
運
用
指
令
課｣

を｢

地
域
部
地
域
安

全
課｣
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
八
条
及
び
第
二
十
五
条

の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
第
十
八
条
及
び
第
二
十
五
条
の
規
定
は
、
同
年

三
月
十
八
日
か
ら
適
用
す
る
。

(

採
用
給
与
課)
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